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教員名 髙﨑 みどり (TAKASAKI Midori) 

所 属 文教育学部言語文化学科日本語・日本文学講座 

学 位 文学修士 

職 名 教授 

URL ／ E-mail takasaki＠cc.ocha.ac.jp 

◆研究キーワード                                   
 日本語文章論 ／ 日本語会話分析 ／ 日本語の表現・文体 ／ ことばとジェンダー  

◆主要業績                             総数 ( 3 ）件 
・「田辺聖子の文体」『国文学解釈と鑑賞』別冊（至文堂）ｐ.250～262 
・「中村明著『文の彩り』書評」『国文学』51-8（学燈社） 
・「中村明著『センスをみがく文章上達事典』書評」『月刊国語教育』307 号 P.82 (東京法令出版） 
・『日本語随筆テクストの諸相』（新屋映子・立川和美と共著） ひつじ書房 P.55～119 

◆研究内容                   
平成 18 年度科学研究費補助金（研究成果公開促進費）

を受けた研究「日本語随筆テクストの諸相」について、

随筆 500 編のデータベース作成と、文末表現・結束性・

広義引用表現についての分析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆教育内容                 
台湾大学文学院日本語文学系主催：国際学術研究会に

おいて講演「日本語の日常会話分析」（11 月 5 日）およ

び修士課程院生への講義「日本語の文章・談話研究の

方法」 (11 月 6 日） 
学位論文「『西国立志編』の訳語研究」（黄美静氏）の

主指導にあたり、主査として審査委員会を組織し、審

査にあたった。平成 18 年度、学位取得 (人文学博士）

となった。 
他、博士論文審査委員会副査 1 件 
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◆将来の研究計画・研究の展望                              

平成 19・20・21 年度の科学研究費補助金交付（研究代表）を受けた研究「日本語の談話における引用表現の研究」

について、談話採録、データベース構築、分析を行う予定。 

◆受験生等へのメッセージ                                
日本語のなりたちや、日常会話の分析的研究、文章・文体に興味のある方は、是非受験なさってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




